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Ⅰ．２０１０年度実績（連結）
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業績概要（連結）

＋９９２５６３▲４２９当期純利益

＋１，０６２１，７９６７３４経 常 利 益

＋９００２，４２２１，５２１営 業 利 益

＋１，９７７３３，４４０３１，４６３売 上 高

増 減２０１０年度２００９年度科 目

単位：百万円
表示：百万円未満切捨て
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売上高は、電子材料事業が、需要の鈍化や

価格競争の激化により減少したものの、色素材料事業、

有機ＥＬ事業、樹脂材料事業等が伸長し、増収

営業利益・経常利益は、原料価格の高騰や

円高の進行はあったものの、

売上高の増加とコストダウンの寄与により、増益

当期純利益は、投資有価証券の評価損や

「東日本大震災」による災害損失の引当等が発生したが、

増益

売上高は、電子材料事業が、需要の鈍化や

価格競争の激化により減少したものの、色素材料事業、

有機ＥＬ事業、樹脂材料事業等が伸長し、増収

営業利益・経常利益は、原料価格の高騰や

円高の進行はあったものの、

売上高の増加とコストダウンの寄与により、増益

当期純利益は、投資有価証券の評価損や

「東日本大震災」による災害損失の引当等が発生したが、

増益

２０１０年度 決算概要
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特別損失の内訳

１．「東日本大震災」による災害損失 ６４７

２．投資有価証券評価損 ４７２
・上場会社株式評価損等

３．固定資産除却損 １５９
・工場の設備除却 他

４．その他 ３

合計 １，２８３

（単位：百万円）
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高（左目盛） 営業利益（右目盛）

（単位：億円） （単位：億円）

連結・業績推移
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主要・製品

スピロン染料、カチロン染料、塩基性染料、食品添加物

PTG（ｳﾚﾀﾝ原料）、接着剤、剥離剤、硬化剤

ウレタン系・セメント系の土木・建築用材料、工事

過酸化水素および誘導品、工業用基礎原料

カーボンナノチューブ、危険物倉庫、研究開発業務の受託

主 要 製 品

ホスゲン誘導体、医薬・樹脂材料・電子材料用の中間体

トナー用電荷制御剤(CCA)、有機光導電体(OPC)材料

除草剤、殺虫剤

機能性色素

機能性樹脂

基礎化学品

その他

セグメント

ア グ ロ
サイエンス

電子材料

色素材料

特殊化学品

農薬

樹脂材料

工業薬品

事 業

建築材料

有機ＥＬ材料 有機EL材料



9HODOGAYA CHEMICAL CO., LTD.

セグメント別・売上高

＋１＋６２＋６４３，０３０２，９６６ｱｸﾞﾛｻｲｴﾝｽ

▲２６０＋２，２３８＋１，９７７３３，４４０３１，４６３合 計

－＋１９５＋１９５１，５６６１，３７１そ の 他

＋２０＋２２１＋２４１８，２０３７，９６２基礎化学品

▲１１１＋６３８＋５２７１１，４９１１０，９６４機能性樹脂

▲１７１＋１，１２０＋９４９９，１４８８，１９９機能性色素

売価差
※２

数量差・

製品構成差

増減要因

増 減2010年度2009年度
※１

セ グ メ ン ト

※１：２００９年度の値は参考値

※２：売価差には、為替差▲４２４を含む

単位：百万円／表示：百万円未満切捨て
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セグメント別・営業利益

▲１７０＋８＋１▲８５▲２４５７５３２０ｱｸ ﾞﾛｻｲｴﾝｽ

▲３８６＋８９１▲２６０＋６５７＋９００２，４２２１，５２１合 計

＋６０－－＋１０９＋１７０３５４１８３そ の 他

▲３９▲２７＋２０＋４▲４２６５１６９３基 礎 化 学 品

▲１１９＋４２５▲１１１＋９９＋２９３７５５４６１機 能 性 樹 脂

▲１４８＋４８４▲１７１＋５６７＋７３２５８８▲１４４機 能 性 色 素

販管費差原価差売価差

※２

数量差・

製品構成差

増 減 要 因

増 減2010年度2009年度

※１

セグメント

※１：２００９年度の値は参考値

※２：売価差には、為替差 ▲４２４を含む

単位：百万円／表示：百万円未満切捨て
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1Q 2Q 3Q 4Q

セグメント業績動向（機能性色素）

色素
材料

有機EL

電子
材料

単位：億円

売上高 ： 左目盛

営業利益 ： 右目盛

・アルミ着色用・文具用染料が好調に推移
・繊維用染料は、需要の回復により増加

・モバイル用ディスプレイ向けの
需要が伸び、増加

・主力の事務機分野は、
第１四半期までは堅調に推移。
第２四半期以降は、需要の鈍化・円高・
価格競争の激化が継続

単位：億円
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２０１０年度の概況２０１０年度の概況
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1Q 2Q 3Q 4Q

セグメント業績動向（機能性樹脂）

・ウレタン系防水材分野の需要は
緩やかな回復が見られたものの、

依然価格競争は厳しく、前年並みに
・防水・止水工事では、
大型物件の減少や顧客の計画先送り
等により減少

・PTGは、需要が増加
・接着剤は、アジア向け輸出が好調に推移

売上高 ： 左目盛

営業利益 ： 右目盛

0
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20

0 特殊
化学品

・医薬品分野は、需要が伸び悩み
・樹脂関連分野は、 堅調に推移し、増加

30 樹脂
材料

建築
材料

2

4

6

単位：億円 単位：億円 ２０１０年度の概況２０１０年度の概況
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0 0
1Q 2Q 3Q 4Q

セグメント業績動向（基礎化学品）

売上高 ： 左目盛

営業利益 ： 右目盛

4

210

20 過酸化
水素

・紙パ向けは、顧客の生産調整が続き
低調に推移。
半導体分野・工業薬品分野向けの
需要は、堅調に推移

・過炭酸ソーダは、洗浄剤分野が
堅調に推移

単位：億円 単位：億円 ２０１０年度の概況２０１０年度の概況
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1Q 2Q 3Q 4Q

セグメント業績動向（アグロサイエンス）

売上高 ： 左目盛

営業利益 ： 右目盛

・第２四半期で、家庭園芸用除草剤および
殺虫剤に需要回復の兆しが見られたが、
春先の天候不順による不調、
低価格化指向に伴う原体使用量の
減少が影響
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2

▲2

アグロ
サイエンス

0 0

単位：億円 単位：億円
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２０１０年度の概況２０１０年度の概況
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貸借対照表（連結）

固定資産

206

投資その他
54

合計 505

負債

237

銀行借入

126

純資産

268

自己資本比率

52.4%

合計 505

単位：億円

流動資産 245

売上債権 108

棚卸資産 43

現預金 86

2010年3月末

固定資産

204

投資その他
57

合計 482

負債

212

銀行借入

96

純資産

269

自己資本比率

55.9%

合計 482

単位：億円

流動資産 220

売上債権 109

棚卸資産 38

現預金 64

2011年3月末
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キャッシュ・フロー（CF）計算書（連結）

6,476現金・預金等の期末残高

8,642現金・預金等の期首残高

▲ 2,166現金・預金等の増減

▲ 3,495財務活動CF

▲ 2,224投資活動CF (b)

3,648営業活動CF (a)

1,424フリー・CF (a+b)

2010

年度
科 目

営業活動CF
・減価償却前利益 ＋2,872

－基礎的な収益力の回復

・たな卸資産の減少 ＋496

－徹底した在庫削減の効果

・売上債権の増加 ▲132

投資活動CF
・固定資産の取得 等

財務活動CF
・配当金の支払 ▲ 636

・借入金の返済 ▲ 2,998

単位：百万円
：百万円未満切捨て
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Ⅱ．２０１１年度・業績および配当予想
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2011年度業績および配当予想

2,000

1,600

2,400

38,000

連 結科 目

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 利 益

（単位：百万円）
業績予想

配当予想

年間 ８円（中間 ４円・期末 ４円）


